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三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、小
正月の行事「サイノカミ」や、野山の
材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい
村」連合に加盟しています。
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新年の福を掴み取る！
三島初市みかんまき



まちのわだい

通安全を祈る
交通安全合同祈願祭交

　交通安全合同祈願祭が１月２７日、三島神社で行われました。
平成 29 年の無事故を祈って、青木基重宮司 ( 西方 ) がおはらい
を行い、矢澤源成交通対策協議会長 ( 町長 ) などの各団体の長
が玉ぐしをささげました。
　交通ルールを守り、夜間の反射材着用や早めのライト点灯な
ど、交通事故を起こさないよう注意しましょう。

売りでにぎわう
三島初市開催初

　三島町スタンプ会主催の三島初市は１月１３日、役場前で開
催されました。初売りの模擬店では野菜や果物などの食料品や
日用品、縁起物が売られました。
　午後からは三島初市恒例のみかんまきが行われ、今年の福を
求めて多くの人が参加しました。三島保育所と三島小学校の子
ども達も参加し、袋いっぱいのみかんを拾い喜んでいました。

島の文化財を守る
川井地区文化財防火訓練三

　文化財防火訓練は、１月２９日川井地区の松音寺周辺で行わ
れ、三島町消防団川井班、会津坂下消防署三島出張所、会津
坂下警察署三島駐在所、および地区住民の方々が訓練に参加
しました。松音寺から火災が発生したという状況を想定し、通
報訓練や放水訓練などが行われました。また、その後消火器を
使用した初期消火訓練などが行われ、消火器の使用方法を確
認しました。

子の木に願いを込めて
三島保育所・小学校合同団子さし団

　１月１３日に三島保育所と三島小学校１・２年生児童による合同
団子さしが行われました。三島町老人クラブ女性部の皆さんの指
導のもと、着色料を使わない自然のものを活かした色を使い分け、
赤 ( いちご )・黄 ( かぼちゃ )・緑 ( ほうれん草 ) などの団子を上手
に丸め、今年 1 年の願いを込めて楽しく団子さしを行いました。
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【 p h o t o 】
◆滝谷地区◆

①町内で唯一、
十文字で作ら
れるサイの神

②厄年である
男や地区役員
がサイの神の
周りを走り胴上
げされる

③サイの神を
作り上げた地区
の人々

①②

②

③

※国指定は「三島のサイノカミ」として指定されており、地区によっては「サイノカミ」と改めたところもある。 2017.2広報みしま 23 広報みしま2017.2



　1 月 15 日、宮下地区のサイノカミが
行われました。前日の大雪が降る中、
地区住民が参加して作り上げたサイノ
カミは、板橋充是区長を先頭に三島神
社から採火されたロウソクより点火さ
れました。
　燃え上がるサイノカミを見上げなが
ら、住民はスルメやもちを焼き、振る
舞い酒やミカン、甘酒などを楽しみ、
今年 1 年の健康・地区の安全を願って
いました。

今年も健康で安全な 1 年に
～宮下地区サイノカミ～ 文・写真　小島純さん ( 宮下 )
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　田の無い滝原地区は、秋に茅を刈り取り、乾燥させ
て歳の神を立てます。
　1 月 15 日の午前 9 時。青空が広がり、滝原名物の
美坂おろしに地吹雪が生まれ、雪庇が刻まれた国道わ
きに、消防団と地区の方により御神木が切り出され茅
をまとった歳の神が出現しました。
　夜 7 時には、区長さんの合図で点火され、今年 1 年
の無病息災・家内安全の願いを込めた歳の神の炎が勢
いよく燃え上がりました。
　御神酒をいただき、恒例のみかんまきで、福を拾い
集め、もちやスルメを焼きながら互いの親睦を深め合
いました。

歳の神 文・写真　佐久間絹江さん ( 滝原 )

　1 月 1 日の午前 10 時より、西方ふるさとセンターに
おいて「新年会」が行われました。地区役員の北舘長
一さんによる開式の言葉の後、国歌斉唱を行いました。
　その後、区長の二瓶辰雄さんから昨年取り組んでき
た地区行事活動や今後の要望などの挨拶。年頭所感と
して小柴正洋議員・青木喜章議員による西方地区を含
めた三島町全体の今後を見据えたビジョンや抱負など
挨拶がありました。
　地区財産管理会長の青木喜章さんによる乾杯で祝宴

今年 1 年の幸せを願った新年会 文・写真　本名与四郎さん ( 西方 )

に入りました。今年の新年会の出席者は、昨年に匹敵する大勢の参加者となり、和やかにそして、賑やかな
新年会となりました。最後に、地区老人クラブ会長である佐藤幸志さんの音頭で万歳三唱を元気よく声高ら
かに行い、今年 1 年の幸せと健康を願った新年会は閉会となりました。

　1 月 1 日、宮下活性化センターにお
いて平成 29 年宮下地区新年会が開催
され、地区住民約 40 名が参加されま
した。
　板橋充是区長の年頭のあいさつ、新
年に向けての抱負などが語られた後、
栗城徳光さんの乾杯の音頭で祝宴に入
りました。
　地区住民はお互いに盃を傾けながら、
今年 1 年の地区の発展や平穏な 1 年に
なる事を誓っていました。

今年も地区の発展を
宮下地区新年会開催 文・写真　小島純さん ( 宮下 )

　平成 28 年 12 月 26 日にみしまスポーツ吹矢愛
好会が設立されました。昨年行われたスポーツ
吹矢の講習会に参加、練習を続けてきた人たち
が、健康増進・スポーツ吹矢の振興などを図る
事を目的として、今回の設立総会の運びとなり、
趣旨に賛同する 10 名の方々が参加し、会長に酒
井佐一氏 ( 宮下 )、副会長に佐藤美智子氏 ( 宮下 )
を選出し、規約や練習日などを決議しました。
　愛好会では、いつでも参加される方をお待ち
しております。

スポーツ吹矢で健康増進！
～みしまスポーツ吹矢愛好会設立総会～

文・写真　小島純さん ( 宮下 )

　桧原地区の伝統行事「鳥追い」は、1 月 14 日に桧
原地区の方々と他地区の子ども達、町外からの観光
客も参加して行われました。
　地区の少子化が進む中、今年は三島小学校の児童
４・５・６年生により、害鳥を追い払うための鳥追い
の旗を 50 本作成していただきました。
　片山一雄区長の挨拶に始まり、総勢 50 名の参加
の下、旗を持ち、雪降る寒い中を全員で「鳥追い歌」
を合唱しながら村内の上と下の境まで歩きました。
行事の終了後には、子ども達にお菓子や飲み物が配
られ、みんなで伝統行事を楽しみました。

豊作を祈り『鳥追い』の歌声が響く 文・写真　佐々木邦雄さん ( 桧原 )
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　町からのお知らせを分かりやすく伝えることはもちろん、
町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えて
います。皆さんの思い、努力、願いなどが、読まれる方の
関心を引き、感動を与えます。「広報みしま」は、町民の皆
さんのための広報誌です。皆さんに親しまれる広報誌を目
指して情報発信に努めます。

皆　さ　ん　に　親　し　ま　れ　る　広　報　誌　を！

問役場   総務課   総務係   ☎（48）5511

広 報 み し ま
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２人 ： 奥会津地域７町村の振興を目的としており、 奥会津のいいところ ・ 魅力

を多くの方に知ってもらうために活動しています。

藤田：今年度はおもに 『奥会津の歩き方　春・夏編』 という冊子を制作しました。

昨年度発刊した 『秋 ・ 冬編』 の続編で、 奥会津７町村のお散歩コースを地元

の方に取材し、 原稿の作成、 町村の担当者様とのやりとり、 拓殖大学の学生

さんと共同で制作までやらせていただきました。

奥会津地域おこし協力隊のお仕事とは？

▲ 写真左 ： 藤田さん　写真右 ： 志賀さ

ん

藤田 ： 協力隊はある意味、 移住者の 『サンプル』 だと思っています。 奥会

津の方々や、 地域外から奥会津に訪れようとしている方たちに、 楽しんで生

活していることが伝わるように意識しています。 とはいえ、 自他ともに認め

る分かりやすい性格なので、 基本的にありのままです ( 笑 )

志賀：奥会津が好きで移住したいと思ってくれる方はもちろん、自分の

生活のため移住は難しいけど奥会津に観光に来てくれたり、名産品を

買ってくれたりと外側から応援してくれる方もすべて奥会津の『ファン』

であり、その方たちが奥会津の魅力をさらに広めてくれてると思います。

そんな『ファン』を大切にすることを心がけて活動しています。

藤田 ： 奥会津の魅力はなんといっても人。 まだまだ知らない奥会津のこと

をもっと伺いたいですし、 色々な方とお話するのは何より嬉しいことです。

志賀 ： 取材をすることはただ写真を撮るだけでなく、 地域の人と逢って接

する機会を持てることでもあると思います。 取材をしていると自分の活動に

興味を持って話しかけてくれる方がいたりと、 奥会津の方々は 『受け入れ

てくれる』 優しさを持っていると思います。

『楽しむこと』で魅力を伝える

奥会津最大の魅力は『人』

▲ 左 ： 志賀さんは只見線を題材にした写真

展を仲間たちと郡山市で開催した。

▲ 右 ： 藤田さんは昨年度に続き奥会津の散

歩コースをまとめた冊子を制作した。

奥会津地域おこし協力隊

藤田 旭美さん

志賀 薫さん

地域おこし協力隊のみなさんが普段どのようなお仕事をしている

かなどをご紹介するコーナー。今回は三島町を含む、奥会津地域

７町村を担当する、三島町在住の「奥会津地域おこし協力隊」の

ふたりにお話を伺いました！（記事内：敬称略）

奥会津のファンを増やしたい

志賀 ： 観光や定住についての情報発信が主で、 SNS やブログ、 ホームページを活用して交流人口の拡大に向け

た取り組みを行っています。 また奥会津を取材した際や休日に撮影した写真を展示する写真展を開催し、 たくさ

んの方に足を運んでいただきました。

▲ 「奥会津の歩き方」 の取材を行う藤

田さん。 お散歩コースを楽しんで周る。

▲ 只見線応援キャラクター 「キハちゃん」 と

記念撮影をする志賀さん。 自身も鉄道好き。

　1 月 15 日、桧原地区の「サイノカミ」は、春日神
社前の広場で行われました。午後 1 時に 21 名が参
加し、御神木を迎えに行きました。今年の御神木は、
米寿を迎えられた鈴木卓さんよりご寄附いただきま
した。長さ１０ｍの御神木を切り出し、小雪が舞う中
での作業となりましたが、立派な「サイノカミ」が立
てられました。午後 7 時に、本年厄年を迎えた男女
の皆さまにより点火され、オンペに点火されると大き
な歓声が響き渡りました。厄年の皆さんにより、みか
んとお金が撒かれ、御神酒も振る舞われました。また、
餅やスルメを焼きながら、燃えさかる炎に今年 1 年
の幸福・無病息災などを祈りながら、伝統ある小正
月行事を皆で楽しみました。

無病息災願い『サイノカミ』 文・写真　佐々木邦雄さん ( 桧原 )

炎に願いを込めて「健康」「安全」 文・写真　本名与四郎さん ( 西方 )

　1月15日の午前 9 時より、西方地区の巣郷において「サ
イの神」の準備が行われました。今年は、10 日以降の
大寒波のため積雪量が多く、近くの山林から御神木を
切り出すにも容易ではありませんでした。その後、五十
嵐正一さんや小松順太郎さんの指示を受けながら藁や
萱などを御神木に手際よく巻き付けながらサイの神の
準備をすることができました。
　夕方、5 時 30 分には、各家庭から老若男女が参集し、
点火の前に米寿を迎えた小松寅一郎さんから挨拶があ
りました。そして、還暦を迎えた五ノ井隆一さんがサイの神に点火しました。今年の恵方の方角は北北西の
ため、方位を想定して点火し、今年 1 年の無病息災と五穀豊穣を祈願しました。また、巣郷以外の他の場所
でも赤々と燃え上がる炎が夜空に舞い上がっていました。
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健康で元気な毎日！
vol. ２

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５

●今月のおすすめ！

●図書の紹介！

『  君の名は  』 著者：新海　誠　

題　名 著　者
マチネの終わりに 平野　啓一郎
まく子 西　加奈子
その姿の消し方 堀江　敏幸
のろい男 戌井　昭人
九十歳。何がめでたい 佐藤　愛子

　山深い田舎町に暮らす女子高校生・
三葉は、東京で自分が男の子になる
夢を見る。一方、東京で暮らす男子
高校生・瀧は、山奥で自分が女子高
生になる夢を見る。やがて二人は夢
の中で入れ替わっていることに気付
く。そして、運命の歯車が動き出す。

町民センターゆめぽけっと
図書のご案内

　○利用時間
　　㊊～㊏　　午前９時～午後９時
　　㊐・祝日　午前９時～午後５時

　○お休み
　　年末年始

　　　問公民館　☎（４８）５５９９

　下記の雑誌を毎月購読しています。
　　ひよこクラブ・たまごクラブ・
　　山と渓谷・オレンジページ・壮快・
　　Ｎｕｍｂｅｒ

　仮面高血圧とは、正常血圧という仮面をつけた高
血圧ということから仮面高血圧といわれています。
つまり、診察室や健診で測ると正常なのに、家庭で
測ると高血圧という人々です。
　注目されている理由は、仮面高血圧の人のほうが
脳心血管疾患が持続性高血圧 ( 一般的な高血圧 ) の
人々より早く進行するからです。脳心血管疾患リス
クは正常血圧の人を１とすると、持続性高血圧の人
が 2.94 倍、仮面高血圧の人は何と 3.86 倍にも上った
のです。
　脳心血管疾患リスクを大幅にアップさせる仮面高
血圧はひとつではありません。「早朝高血圧」「夜間
高血圧」「ストレス高血圧」があります。
　早朝高血圧はその名のとおり、早朝に血圧が高く
なります。早朝の最低血圧が眠る直前よりも高い早
朝急上昇タイプです。特に、夜間は低く早朝に急上
昇する「モーニングサージ」は、心疾患リスクが高
くなります。
　研究では、持続性高血圧があって、さらにモーニ
ングサージがあると、持続性高血圧だけの患者より
脳卒中のリスクが 2.5 倍も高くなることがわかりまし
た。
　夜間高血圧は睡眠中も血圧が下がらないタイプ。
「降圧薬の効果が切れている」「睡眠時無呼吸症候群」
「糖尿病で神経障害を合併している」「心不全」「腎不
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だ
っ

け
ど
～
。

「
や
れ
や
れ
雪
に
な
ん
ね
ぇ
内
に
宿
さ
着

ぎ
で
ぇ
も
ん
だ
。」

　

越
中
富
山
の
薬
屋
さ
ん
は
、
西
方
が
ら

柴
倉
め
が
げ
で
急
が
っ
た
ぁ
ど
。
柏
木
山

の
山
坂
こ
え
て
デ
ッ
デ
ッ
デ
ッ
デ
ッ
足
運

ん
だ
わ
な
ぁ
。

「
あ
っ
！
つ
う
間
に
日
か
げ
っ
ち
ま
っ
た

ぁ
。
こ
ま
っ
た
な
ぁ
～
こ
ご
ら
ぁ
は
狐
出

る
つ
う
話
だ
が
な
ぁ
・
・
・
や
だ
な
ぁ
。」

　

心
細
ぐ
な
っ
て
柏
木
山
の
す
っ
て
ん
ぺ

ん
仰
ぎ
見
だ
ら
、
ひ
ゃ
っ
こ
～
い
濡
れ
雪

降
っ
て
く
る
。
つ
ぎ
つ
ぎ
降
っ
て
き
て
我

の
か
ら
だ
ス
ー
ー
ッ
と
空
さ
の
ぼ
る
よ
う

だ
。

「
い
や
っ
、
急
が
な
ん
ね
ぇ
！
」

ド
ッ
ド
ッ
ド
ッ
下
っ
た
り
上
っ
た
り
急
い

だ
な
ぁ
。

「
お
じ
ち
ゃ
ー
ん
！
せ
で
っ
て
よ
ー
っ
！
」

う
す
暗
い
ス
ス
キ
の
草
む
ら
が
ら
パ
ッ
と

子
ど
も
が
飛
び
出
し
た
ど
ぉ
。

「
ギ
ャ
ー
出
だ
～
～
っ
」

て
っ
き
り
狐
だ
ど
思
っ
た
薬
屋
は
、
腰
抜

か
し
た
ど
ぉ
。

「
お
じ
ち
ゃ
ん
せ
で
っ
て
ぇ
～
。
な
ぁ
で

せ
で
っ
て
な
っ
。」

姉
さ
ま
ら
し
ぃ
女
の
子
も
出
て
来
た
も

の
、
薬
屋
は
、

「
あ
や
や
や
ー
ー
。」

あ
わ
く
っ
て
跳
ん
だ
跳
ん
だ
ぁ
～
、
ゴ
ロ

ゴ
ロ
転
げ
回
っ
て
、
ま
り
の
よ
う
に
逃
げ

だ
ど
ぉ
～
。

「
お
じ
ち
ゃ
ー
ー
ん
、
つ
れ
で
っ
て
よ
ー

ー
っ
！
」

「
せ
で
っ
て
よ
ー
ー
っ
、
お
じ
ち
ゃ
ー
ー

ん
！
」

　

何
回
も
何
回
も
、
泣
き
泣
き
言
っ
て
ん

の
聞
け
ぇ
だ
ど
ぉ
。

「
狐
の
や
ろ
ぉ
～
、
よ
ぐ
も
子
ど
も
に
な

の
化
げ
や
が
っ
て
！
」

雪
空
ん
中
、
汗
か
ぎ
か
ぎ
宿
さ
か
げ
こ
ん

だ
ど
ぉ
。

「
い
や
～
こ
わ
が
っ
た
ぁ
～
、
今
ち
ぃ
っ

と
で
狐
に
や
ら
れ
っ
と
ご
だ
っ
け
。」

　

宿
の
人
だ
れ
聞
い
て
も
薬
屋
は
何
も
応

え
ね
ぇ
で
、
い
だ
つ
ぅ
な
～
。

　

夜
中
に
な
っ
た
ぁ
～
吹
雪
だ
ぁ
～
柏
木

山
は
ゴ
ォ
ー
ー
ゴ
ォ
ー
ー
ほ
え
で
る
。

「
ん
？
・
・
ん
？
・
・
え
っ
？
・
・
。」

吹
雪
の
合
い
間
、
あ
い
ま
に
、

「
お
じ
ち
ゃ
ー
ー
ん
、
つ
れ
で
っ
て
よ
ー
ー

っ
！
」

「
せ
で
っ
て
よ
ー
ー
っ
、
お
じ
ち
ゃ
ー
ー

ん
！
」

　

薬
屋
は
、
布
団
つ
っ
か
ぶ
っ
て
、
一
晩

じ
ゅ
う
ふ
る
え
で
だ
ど
ぉ
。

「
ま
さ
が
～
、
あ
の
子
だ
ぢ
は
・
・
狐
で

な
く
て
・
・
本
物
の
子
ど
も
？
」

　

そ
の
哀
し
い
叫
び
声
を
聞
い
た
の
は
、

薬
屋
だ
げ
で
な
く
て
、
ふ
も
と
の
人
も
何

人
か
聞
い
た
ど
。

　

野
沢
が
ら
の
配
達
が
、
雪
の
中
で
抱
き

合
っ
て
死
ん
で
る
姉
弟
を
見
つ
け
だ
ど
ぉ

～
。

　

今
で
も
松
風
と
吹
雪
く
日
に
は

「
お
じ
ち
ゃ
ー
ー
ん
、
つ
れ
で
っ
て
よ
ー
ー

っ
！
」
っ
て
聞
け
ぇ
で
く
ん
だ
ど
よ
。

ざ
っ
と
む
か
し
、
あ
っ
た
ど

元
話　

故
・
遠
藤
太
禅(

西
方)

再
話　

五
十
嵐
七
重(

西
方)

第 71話
　
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た

竹
取
物
語
　

　

こ
こ
間
方
は
、
不
思
議
な
む
か
し
が
あ

ん
だ
よ
～
。

　

お
ら
の
お
ん
つ
ぁ
ま
達
も
親
達
も
、
大

騒
ぎ
し
て
喋
っ
て
ら
っ
た
な
。

　

こ
の
村
は
、
お
蚕
様
え
っ
ぺ
え
っ
ぺ

や
っ
て
だ
が
ら
ぁ
～
な
ん
で
か
ん
で
「
わ

ら
だ
」
つ
ぅ
道
具
こ
し
ゃ
あ
の
に
、
竹
取

さ
行
っ
た
わ
げ
よ
。
五
人
組
ん
で
な
、
山

さ
小
屋
か
げ
で
、
あ
の
長
ー
い
竹
え
っ
ぺ

取
っ
て
き
て
、
夜
に
竹
裂
い
で
「
わ
ら
だ
」

こ
し
ゃ
～
わ
げ
よ
。

　

い
ろ
い
ろ
喋
り
な
が
ら
囲
炉
裏
の
ど
ご

で
こ
し
ゃ
っ
て
だ
ら
な
、「
ホ
ー
ー
ッ
」

つ
う
が
「
オ
ー
ー
ッ
」
つ
う
が
、
呼
ぶ
よ

う
な
声
し
た
ど
。

「
何
だ
？
に
し
ゃ
が
家
ん
ね
ぇ
が
？
」

「
ば
あ
様
、
案
配
ぇ
悪
く
て
呼
び
に
来
た

ん
ね
ぇ
が
？
」

「
ホ
ー
ー
ッ
、
ホ
ー
ー
ッ
」「
オ
ー
ー
ッ
、

オ
ー
ー
ッ
」
つ
う
。

「
熊
が
？
」「
い
や
、
熊
ん
ね
ぇ
」

心
配
ぇ
し
な
が
ら
、
手
は
動
か
し
て
い
だ

が
、
囲
炉
裏
の(

ほ
だ
ぎ)

火
の
つ
い
だ

が
な
外
さ
ぶ
ん
投
げ
だ
だ
ど
～
。
獣
が
も

し
ん
に
ぇ
が
ら
な
、何
回
も
火
つ
い
だ(

ほ

だ
ぎ)

投
げ
だ
ど
ぉ
。

　

し
た
ら
ば
な
～
「
ユ
ッ
サ
︱
ユ
ッ
サ

︱
！
」
木
が
ゆ
れ
る
っ
。
小
屋
も
揺
れ

る
っ
。「
ザ
ザ
ー
ー
ッ
、
ザ
ザ
ー
ー
ッ
、

バ
リ
バ
リ
ー
ー
ッ
、
ド
ス
ー
ー
ン
」
木
が

お
だ
れ
る
音
し
た
ぁ
～
！

「
う
わ
ー
ー
っ
、
お
い
っ
、
な
ん
だ
べ
ぇ
？

小
屋
ぶ
っ
く
れ
る
。」

皆
立
ち
上
が
っ
た
ぁ
。

「
ガ
ァ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ド
シ
ー
ー
ン
、
バ

シ
ー
ー
ン
！
」

「
ヒ
ャ
ー
ー
ッ
、
山
崩
れ
ん
ぞ
ぉ
ー
ー
。」

「
逃
げ
ん
べ
ぇ
！
家
さ
行
ぐ
べ
ぇ
！
」

「
お
っ
か
ね
ぇ
～
～
っ
」

　

竹
取
り
止
め
で
五
人
組
、
や
っ
と
ご

す
っ
と
ご
村
さ
も
ど
っ
て
来
た
だ
ど
ぉ
。

天
狗
様
つ
う
が
、
ぐ
ひ
ん
さ
ま
ど
ご
お
ご

ら
せ
る
様
な
ご
ど
し
ら
ん
に
ぇ
だ
ど
ぉ

つ
ー
っ
と
昔
の
人
だ
れ
よ
ぐ
喋
っ
て
ら
っ

た
な
ぁ
。

　

今
で
も
ぐ
ひ
ん
さ
ま
居
ら
っ
と
思
う

よ
。

元
話　

舟
木
義
晴(

間
方)

再
話　

五
十
嵐
七
重(

西
方)

★
12
月
9
日
、
間
方
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
聞

　

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ

　

た
話
が
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
も
ら
え
そ
う

　

で
す
。
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
で
も

　

来
て
ね
、
も
っ
と
も
っ
と
語
り
た
い
と
言

　

っ
て
下
さ
っ
た
笑
顔
が
美
し
い
宝
に
見
え

　

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

(

五
十
嵐
七
重)

仮面高血圧って知っていますか？

全」の人々は夜間高血圧になりやすいので、特に注
意が必要です。
　ストレス高血圧は「職場高血圧」ともいわれ、ま
さしくストレスに血圧が敏感に反応するタイプ。仕
事中ずっと血圧の高い人もいるし、大きなストレス
で長い期間ずっと血圧の高い状態が続くケースもあ
ります。
　脳心血管疾患リスクの高い仮面高血圧を発見する
ためには、血圧を毎日家庭で測りましょう。上腕血
圧計が推奨されています。朝の測定は起床後 1時間
以内・朝食前・服薬前に、トイレをすませて椅子に
1~2分座って落ち着いてから行います。1週間の平均
値で最高血圧が 135mmHg 以上、最低血圧が 85 ｍ
ｍ Hg以上の場合は、測定結果を持って受診してみて
ください。

①正常血圧 ②白衣高血圧

家庭、外来血圧ともに正常
家庭血圧は正常なのに、外来血

圧は高血圧になるタイプ

高血圧遺伝を有する方は血圧測
定を続けること

すぐに治療する必要はありませ
んが、白衣高血圧の約 1/3 は、

将来本当の高血圧になりやすい

③仮面高血圧 ④持続高血圧
外来血圧は正常なのに、家庭血

圧では高血圧になるタイプ
※ 40 歳以上では 10 人に 1 人が

仮面高血圧と言われる

外来血圧、家庭血圧ともに高い
状態

治療が必要 治療が必要

＜高血圧のタイプ＞

(大迫 10 年追跡研究 )
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 13 回

　

も
し
、ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
（
52
）
２
１
６
５

　

会
津
藩
は
文
化
年
間
に
領
内
各
村
の
地
理
、
歴
史
を
集

成
し
た
『
新
編
会
津
風
土
記
』
を
編へ

ん
さ
ん纂
し
ま
し
た
。
同
時

に
庶
民
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
の
概
要
や

風
俗
、
農
業
に
お
け
る
男
女
の
稼
ぎ
方
、
田
畑
耕
作
の
実

態
な
ど
の
農
事
の
他
、
方
言
、
年
中
行
事
、
祭
り
や
誕
生
、

葬
儀
な
ど
人
生
儀
礼
の
詳
細
な
ど
を
記
録
し
た
風
俗
帳
の

編へ
ん
さ
ん纂
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
集
大
成
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
風
俗
帳
は
郷
あ
る
い
は
組
単
位
で
ま
と
め
会
津
藩

に
提
出
し
ま
し
た
が
、
原
本
が
散さ

ん
い
つ逸
し
現
存
す
る
も
の
は

数
少
な
い
よ
う
で
す
。幸
い
に
三
島
町
は
大
谷
組
と
銘
打
っ

た
風
俗
帳
が
一
冊
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
書
の
奥
書
に

野
尻
組
、
大
石
組
、
滝
谷
組
を
含
め
た
四
つ
の
組
が
共
同

で
ま
と
め
た
も
の
と
記
さ
れ
、
そ
の
た
め
金
山
谷
郷
全
般

の
生
活
様
式
、
生
活
実
態
が
詳
細
に
述
べ
て
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
、
こ
の
地
域
の
民
俗
や
風
習
を
知
る
上
で
第
一

級
の
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
当
時
の
庶
民
生
活

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
「
金
山
谷
の
儀
は
御
城
下
へ
も

遠
く
隣
国
へ
往
還
も
御
座
無
く
、
諸
駄
賃
等
も
薄
く
農
業

ば
か
り
仕
り
商
買
を
以
っ
て
渡
世
を
送
り
候
者
も
稀
」
と

し
、農
耕
の
項
で
は
、田
う
な
い
の
節
に
は「
ゆ
い
」を
行
い
、

田
主
の
賄

ま
か
な
い
は
日
に
三
度
、
常
よ
り
は
少
し
良
い
も
の
が

出
さ
れ
、
日
が
長
い
時
期
に
は
小こ
び
る昼
も
食
べ
、
田
植
え

江
戸
時
代
の
庶
民
生
活

文
化
四
年
三
月
『
大
谷
組
地
志
方
風
俗
帳
』
を
ひ
も
解
く

後
に
は
畑
う
な
い
と
し
て
、
麻
を
蒔ま

き
、
芋
を
植
え
、
雑

穀
の
早
稲
の
も
の
を
蒔
き
、
鹿か

野の

畑は
た(

焼
畑)

に
参
る

…
…
な
ど
多
忙
な
日
々
が
続
き
、
秋
に
は
保
存
食
で
あ
る

サ
ト
イ
モ
の
貯
蔵
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
こ
と
な
ど
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
は
九
月
末(

旧
暦)

か
ら
降
り
だ
し
、
六
・
七
尺(

約

１
８
０
～
２
１
０
㌢)

、
多
い
年
に
は
一
丈(

約
３
㍍)

も

積
も
り
、
住
民
は
あ
い(

表
層
雪
崩
の
一
種)

や
な
で(

雪

崩)
に
気
を
遣
い
、
大
雪
に
は
か
ん
じ
き
や
雪
は
か
ま
を

着
用
、「
指
し
渡
し
二
尺
余
り
に
木
を
丸
く
曲
げ
て
」
靴
に

結
わ
え
付
け
先
立
っ
て
雪
を
こ
ぐ
「
こ
れ
を
鶴
と
申
し
候
」

と
述
べ
、
つ
る
と
か
ん
じ
き
の
図
柄
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
で
圧
巻
な
の
は
年
中
行
事
の
記
事
で
す
。
正
月

十
四
日
夜
の
カ
セ
鳥
は
子
ど
も
の
行
事
。
二
月
十
日
は
地

神
祭
り
。
五
月
六
日
は
山
川
を
荒
ら
さ
ぬ
道
具
止
め
の
日

で
、
戒

い
ま
し
め
を
破
れ
ば
一
年
中
天
気
が
荒
れ
る
と
さ
れ
、
六

月
朔
日
は
む
け
の
祝
儀
。
七
月
朔
日
は
地
獄
の
釜
の
蓋
明

け
。
七
日
は
ね
ぶ
た
流
し
。
八
月
朔
日
は
八
朔
の
祝
い
。

九
月
十
三
日
は
芋
名
月
。
十
月
十
六
日
は
耕
作
の
神
を
送

る
空か

ら

臼う
す

搗つ

き
。
十
二
月
朔
日
は
川
ひ
た
れ
餅
な
ど
今
で
は

珍
し
く
な
っ
た
行
事
が
数
多
く
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
盆
正
月
の
行
事
、
さ
い
の
神
、
鳥
追
い
、
節
分
、

捏ね
は
ん
え

槃
会
や
山
神
祭
、
端
午
の
節
句
、
刈
上
げ
餅
、
虫
供
養
、

大
師
の
粥
な
ど
馴
染
み
の
行
事
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
民
間
信
仰
の
項
も
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、
雨
乞

い
、
神
送
り
、
疱ほ

う
そ
う
し
ん

瘡
神
、
鳴
神
、
霜
祭
り
な
ど
、
今
日
で

は
廃
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
興
味
深
い
も
の
が
多
く
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冠
婚
葬
祭
の
項
も
面
白
く
、
祝
言
に
つ
い
て
は
微
笑
ま

し
い
記
載
が
多
い
一
方
、
葬
送
に
つ
い
て
は
驚
く
べ
き
記

事
も
多
く
、
例
え
ば
「
頓と

ん
し死
」
し
た
時
に
は
人
を
屋
根
の

棟
に
登
ら
せ
、「
枡
の
下
を
た
た
き
、
頓
死
の
者
の
お
さ
な

名
を
呼
べ
ば
蘇
生
す
る
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。

　

方
言
は
「
常
の
言
葉
」
と
し
て
述
べ
て
あ
り
、
珍
し
い

言
葉
に
は
母
親
を
「
の
の
と
云
う
」、
他
人
の
家
に
入
る
時

は
「
お
礼
申
す
と
云
う
」、
手
ぬ
ぐ
い
を
「
す
つ
ほ
う
と
云

う
」
な
ど
と
あ
り
、
一
方
、
寒
の
強
き
を
「
い
て
る
」、
暑

の
あ
つ
き
を
「
い
き
れ
る
と
云
う
」
な
ど
は
、
今
で
も
古

老
が
常
用
語
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
で
、
親
し
み
の
あ

る
内
容
で
す
。

　

本
書
は
今
年
中
に
発
刊
さ
れ
る
『
三
島
町
史
』
近
世
資

料
編
に
全
文
所
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
読
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

文　

角
田　

伊
一

　

庶
民
の
副
業
も
「
農
業
の
間
男
女
の
稼
ぎ
方
」
と
し
て

詳
述
し
て
あ
り
、
冬
は
男
は
筳む

し
ろ
お織
り
炭
焼
き
、
女
は
太た

ふ布

織
り
、
春
に
は
ゼ
ン
マ
イ
を
干
し
上
げ
売
り
用
と
し
、

紙か
み
す漉
き
と
共
に
得
難
い
現
金
収
入
の
一
つ
で
、
ま
た
麻
布

や
真
綿
も
現
金
に
し
た
と
あ
り
ま
す
。
只
見
川
か
ら
は
鮭

や
鱒
も
と
れ
、
熊
や
カ
モ
シ
カ
の
肉
同
様
、
食
膳
に
供
し

た
よ
う
で
す
。

　　　　In
fo

rm
a
tio

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

消防署からのお知らせ
～除雪作業時の注意点～

１．屋根・はしごからの転落
　　高所での除雪には特に注意が必要です。屋根に
　上らないことが 1 番の対策ですが、やむを得ず屋
　根の除雪を行う場合、家族、近隣に知らせてから
　開始し、はしごはしっかり固定、ヘルメットと命
　綱の着装 ( 適切な長さでの着装 ) をお願いします。
　　また、晴れた日ほど雪が緩むので、雪と一緒に
　滑り落ちないよう注意することが大切です。

２．用水路への転落
　　雪を捨てるために、用水路を使用する人も多い
　かと思います。まさか落ちるはずがないと思うの
　ではなく、スリップした拍子に転落してしまうこ
　ともあるので注意が必要です。

３．除雪機の巻き込み
　　作業中、除雪機に雪などが詰まり調子が悪くな
　ることがありますが、必ずエンジンを切ってから
　除雪機に触れるようにしてください。機械に巻き
　込まれ大怪我をする事故が、毎年全国で発生して
　います。

４．屋根からの落雪
　　晴れた日には、屋根からはみ出した雪が落下し
　てくる危険があります。近づかないようにし、除
　雪する際は、落下してくる雪に注意しながら作業
　してください。

　　　火 事 ・救 急 ・救 助 は 1 1 9 番 ま で
　　　会津坂下消防署三島出張所
　　　電　話　５２－３０３２
　　　ＦＡＸ　５２－３０３３

消防水利の除雪にご協力いただき
ありがとうございます

　町民の皆様には、日頃より自宅近くの消火栓や防
火水槽の除雪にご協力いただき、心より感謝申し上
げます。消防署、消防団では、消火栓や防火水槽の
除雪を行っていますが、大雪などで作業が遅れる場
合があります。
　消火栓や防火水槽は、火災時に重要な水利となり
ますので、今後とも皆様のご協力をよろしくお願い
いたします。
　また、付近への雪寄せや盛り上げ、駐車等は行わ
ないようご協力ください。

万が一のことがあった場合、すぐに連絡でき
るよう、携帯電話を持って作業しましょう！

　三島町、会津若松市、喜多方市の広域連携によ
り地方創生を担う人材を育成する會津熱中塾。熱
中塾の楽しさを体感していただくために、とって
おきの三島町の雪のフィールドで、大勢の方に参
加していただける機会を用意しました。今までに
ありそうで無かった、雪の中の大人の運動会。町
民の皆さまのご参加をお待ちしております。

●日　　時　３月４日㊏
　　　　　　受付開始１２：００　
　　　　　　  開 会 式 １２：３０　
　　　　　  　終了予定１５：３０

●場　　所　森の校舎カタクリ
　　　　　　( 三島町大字西方字上原３５８０)

● 参 加 料 　 無料

●参加対象　興味のある方はどなたでもどうぞ！
　　　　　　 ※ただし、雪の中をお一人で動き回れ
　　　　　　　   る方に限定させていただきます。ま
　　　　　　　   た、中学生以下は保護者同伴でお願
　　　　　　　   いします。

●申込方法　参加者の氏名・年齢・連絡先電話
　　　　　　  番号を添えて、Ｅメールで下記ア
　　　　　　 ドレスに申し込みください。なお、
　　　　　　 グループでのお申し込みの場合は連
　　　　　　 絡先電話番号は代表者の方だけで構
　　　　　　 いません。

三島町でオープンスクール開催

●締　　切　２月２５日 ( 土 )
　　　　　　  ※但し、定員１００名に達した場合、
　　　　　　　  締め切らせていただきます。

● そ の 他 　ジャンバーや長靴等雪上で動き回
　　　　　　  れる服装をご用意ください。

※森の校舎カタクリは廃校を改修した宿泊施設です。
　7 歳の頃の気持ちに戻って、学校に泊まってみませ
　んか？宿泊 ( 有料 ) をご希望される方は森の校舎カ
　タクリ ( ☎ 0241 ‐ 48 ‐ 5577) までお電話でお申
　し込みください。

問地域政策課　☎ (48)5533

Email　aizunecchu.info@gmail.com
※ facebook「會津熱中塾」で検索、こちらからもお
　申し込み可能です。

大人の雪原大運動会
参加者大募集！！

會 津 熱 中 塾
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◆  

診
療
日
記
　

　

1
年
の
内
で
も
1
番
寒
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
年
末
年
始
に
食
べ
過
ぎ
て

体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
方

も
い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の

時
期
に
か
か
り
や
す
い
病
気
、
気
を
つ

け
た
い
こ
と
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
お

済
で
し
ょ
う
か
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
会
津

で
は
、
11
月
の
終
わ
り
頃
か
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
38
℃
を

超
え
る
発
熱
が
5
日
間
程
度
続
き
、
ほ

か
に
も
関
節
痛
や
寒
気
、
ふ
る
え
な
ど

の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
何
よ
り
も
予
防
が
大
切
で
す
。

手
洗
い
・
う
が
い
は
も
ち
ろ
ん
、
人
の

集
ま
る
よ
う
な
場
所
で
の
マ
ス
ク
の
着

用
も
有
効
で
す
。
宮
下
病
院
で
は
、
来

院
さ
れ
る
全
て
の
方
に
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

県
立
宮
下
病
院
内
科　

牧　

匠

【  

２
月
の
病
気  
】

県
立
宮
下
病
院
よ
り

問
福
島
県
立
宮
下
病
院

☎
０
２
４
１(

５
２)
２
３
２
１

②
乾
燥

　

今
の
時
期
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し

て
い
ま
す
。
加
湿
を
せ
ず
に
暖
房
を
つ

け
て
い
る
と
、
更
に
乾
燥
が
進
み
ま
す
。

乾
燥
は
様
々
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま

す
。乾
燥
性
皮
膚
炎
や
口
内
炎
、歯
周
病
、

さ
ら
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め

と
し
た
呼
吸
器
感
染
症
に
も
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
冬
の
間
は
部
屋
の
中

を
加
湿
し
ま
し
ょ
う
。
加
湿
器
が
な
け

れ
ば
、
洗
濯
物
を
部
屋
の
中
に
干
す
な

ど
の
方
法
が
有
効
で
す
。

③
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞

　

12
月
の
コ
ラ
ム
で
五
十
嵐
先
生
も
書

い
て
い
ま
し
た
が
、
2
月
も
ま
だ
ま
だ

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
の
危
険
が
潜
ん
で

い
ま
す
。
1
番
危
険
な
の
は
、「
温
度
差
」

で
す
。
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
部
屋
へ

移
動
し
た
と
き
な
ど
は
要
注
意
で
す
。

④
低
温
や
け
ど

　

外
来
で
診
察
し
て
い
る
と
、
カ
イ
ロ

を
貼
っ
て
い
る
人
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

肌
に
直
接
、
薄
い
肌
着
に
貼
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
同
じ
場
所
に
貼

り
続
け
る
の
も
危
険
で
す
。
カ
イ
ロ
や

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
湯
た
ん
ぽ
、
こ

た
つ
に
よ
る
低
温
や
け
ど
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
転
倒

　

こ
の
季
節
は
雪
に
よ
る
転
倒
が
非
常

に
多
く
な
り
ま
す
。
転
倒
は
骨
折
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
骨
折
の
箇
所
と
し
て

多
い
の
は
、
腰
椎(

背
骨)

、
大
腿
骨
頸

部(

足
の
付
け
根)

、
上
腕
骨(

肩
の
あ

た
り)

、
橈と
う
こ
つ
え
ん
い
た
ん

骨
遠
位
端(

手
首)

が
代
表

的
で
す
。
骨
折
し
て
し
ま
う
と
生
活
は

制
限
さ
れ
ま
す
し
、
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
雪
の

多
い
こ
の
時
期
は
、
い
つ
も
以
上
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
花
粉
症

　

2
月
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
ス
ギ
を
は

じ
め
と
し
た
花
粉
が
飛
び
始
め
ま
す
。

で
き
れ
ば
症
状
が
出
る
前
に
早
め
の
予

防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
無
理
せ
ず
、

体
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

入院付添・お見舞いで
来院される皆様方へのお願い

　当院では、警備体制の強化を図るため、本年 1 月
から休日・時間外に病院内へ入館する際には、入館
許可証が必要となりましたので、受付で警備員から
入館許可証の交付を受けてからお入りくださいます
ようご協力をお願いします。

転倒にご注意！

月日 対象地区 時間 場所

2 月 8 日㊌ 滝原 9：00 ～ 11：00 滝原林業集会センター

8 日㊌ 早戸 13：30 ～ 15：30 早戸生活改善センター

9 日㊍ 桑原 9：30 ～ 11：00 桑原集会所

9 日㊍ 間方 13：30 ～ 15：30 間方集会所

10 日㊎ 桧原 9：00 ～ 14：00 桧原多目的集会所

14 日㊋ 小山・高清水 9：00 ～ 11：00 高清水集会所

14 日㊋ 浅岐 13：30 ～ 15：30 浅岐集会所

15 日㊌ 大登 9：00 ～ 11：00 大登生活改善センター

15 日㊌ 名入 13：30 ～ 15：30 名入集会所

16 日㊍ 西方（1 ～ 7 組） 9：00 ～ 15：00 ふるさとセンター

17 日㊎ 西方（8 ～ 14 組） 9：00 ～ 15：00 ふるさとセンター

21 日㊋ 大谷 9：00 ～ 15：00 大谷活性化センター

22 日㊌ 滝谷 9：00 ～ 15：00 滝谷集会所

23 日㊍ 大石田 9：00 ～ 15：00 大石田生活改善センター

26 日㊐ 全地区 9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

28 日㊋ 川井 9：00 ～ 15：00 川井集会所

3 月 1 日㊌
宮下（宮下・上ノ原・米子沢・青方・建堀）

荒屋敷
9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

2 日㊍
宮下（居平・舘・水尻・田中・中田・中乙

田・下乙田）中平
9：00 ～ 15：00 町民センター ふれあいの間

3 日㊎ 所得税白色申告者 9：00 ～ 14：00 町民センター ふれあいの間

  

申
告
に
必
要
な
も
の

  

申
告
が
不
要
な
方

  

申
告
が
必
要
な
方

あ
な
た
の
税
金
が
社
会
を
支
え
て
い
ま
す

申
告
相
談

①
農
業
・
営
業
な
ど
の
事
業
収
入
、
地
代
・

　

家
賃
な
ど
の
不
動
産
収
入
、
土
地(

地
上

　

権
等
を
含
み
ま
す)

・
建
物
を
売
却
し
た

　

こ
と
に
よ
る
譲
渡
収
入
な
ど
が
あ
る
方
。

　

事
前
に
「
収
支
内
訳
書
」
に
記
載
し
て
、

　

申
告
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

②
給
与
収
入
の
あ
る
方
で

　

ア
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
方

　
イ
年
末
調
整
済
み
の
給
与
以
外
か
ら
の
給

　
　
与
収
入
が
20
万
円
以
上
あ
る
方

　
ウ
勤
務
先
等
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払
報
告

　
　
書
の
提
出
の
な
い
方

　
エ
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
方

　
　(

※
申
告
不
要
の
場
合
も
あ
り
ま
す)

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
各
種
控
除(

社

　
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど)

　
を
受
け
る
方

④
非
課
税
年
金(

遺
族
年
金
・
障
害
年
金)

の

　
み
受
給
し
て
い
る
方

⑤
平
成
28
年
中
に
収
入
の
な
か
っ
た
方

⑥
親
族
の
申
告(

年
末
調
整
を
含
む)

の
中
で

　「
扶
養
控
除
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方

㊟
申
告
し
て
い
な
い
場
合「
未
申
告
」と
な
り
、

　
国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど

　
の
保
険
料
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
、

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て
い
る
方

②
公
的
年
金
収
入
だ
け
の
方
で
、

　

65
歳
未
満
「
70
万
円
以
下
」、

　

65
歳
以
上
「

120
万
円
以
下
」
の
方
。

㊟
公
的
年
金
と
は
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
・

　

共
済
年
金
・
農
業
者
年
金
な
ど
で
す
。
年

　

齢
は
平
成
28
年
12
月
31
日
が
基
準
と
な
り

　

ま
す
。

③
年
末
調
整
を
し
た
給
与
以
外
に
収
入
の
な

　

い
方

①
印
鑑(

所
得
税
の
確
定
申
告
の
方
は
銀
行

　

印
、
金
融
機
関
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も

　

の)

、
申
告
書

②
収
入
金
額
と
必
要
経
費
が
分
か
る
も
の

③
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

㊟
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
領
収
書
な

　

ど
の
金
額
を
「
氏
名
」「
医
療
機
関
」
別
に

　

集
計
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。(

※
そ
の
場
で

　

計
算
を
行
う
と
時
間
が
か
か
り
、
待
ち
時

　

間
が
長
く
な
り
ま
す)

　　2 月 26 日㊐は平日に勤務されてい
　る方など地区の相談会に都合の合わ
　ない方を対象とします。
　※所得税の確定申告は会津若松市の
　　「アピオスペース」でも行います。
　　税務署の職員が相談に応じますの
　　で、どうぞご利用ください。
　場所：アピオスペース
　　　　( 会津若松市インター西 90)
　期間：2 月 13 日㊊～ 3 月 15 日㊌
　　　　( ㊏・㊐・㊗を除く )
　時間：午前 9 時～午後 4 時
　　　　　　　㉄会津若松税務署

　☎０２４２（２７）４３１１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
及
び
本
人
確
認

書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
広
報
み
し
ま
1
月
号
14
ペ
ー

ジ
」
の
︻
平
成
28
年
分 

確
定
申
告
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
に
つ
い
て
︼
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
町
民
課
町
民
係
☎
（
48
）
５
５
５
５

　
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
生
命
保
険
の

　
満
期
、
個
人
年
金
、
内
職
な
ど
に
つ
い
て

　
も
課
税
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　In
fo

rm
a
tio

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

● 申 告 相 談 日 程
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区　分 管　内 三島町

空 き 巣 ね ら い ５

忍 び 込 み ５

出 店 荒 ら し ２

自 動 車 盗 １

自 転 車 盗 １５

車 上 ね ら い １０

街 頭 犯 罪 合 計 ３８ 0

全 刑 法 犯 １１８ 1

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以
外
（
器
物
損
壊
、

暴
行
、　

傷
害
、
万
引
き
、
詐
欺
な
ど
）
の
犯
罪

発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
。

※
上
記
発
生
件
数
は
、
平
成
28
年
1
月
1
日
か

ら
の
累
計
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
頭
犯
罪
発
生
件
数
（
平
成
28
年
度
中
）

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止

三
島
町
で
の
刑
法
犯(

平
成
28
年
中
）

1
件

○
両
親
や
祖
父
母
と
な
り
す
ま
し
詐
欺
に
つ
い

　

て
話
を
す
る
機
会
を
作
っ
て
合
い
言
葉

　

(

ペ
ッ
ト
の
名
前
な
ど)

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

○
公
的
機
関
か
ら
電
話
「
還
付
金
が
あ
る
」「
手

　

続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
向
か
っ
て
く
だ
さ

　

い
」
は
、
す
べ
て
詐
欺
で
す
。

【
平
成
28
年
中
の
詐
欺
の
特
徴
】

○
被
害
者
全
体
の
約
7
割
が
65
歳
以
上

○
還
付
金
等
詐
欺
の
被
害
が
増
加

　

前
年
比　

＋
18
件　

＋
717
万
円

○
一
千
万
円
以
上
の
高
額
被
害
が
多
い
手
口

　

▼
架
空
請
求
詐
欺
…
社
債
購
入
等
の
名
義
貸

　
　

し
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
名
目

　

▼
オ
レ
オ
レ
詐
欺
…
警
察
官
を
名
乗
る
も
の

平成２８年中 前　年　比

被　害　件　数 101 件 － 62 件
被　害　総　額 3 億 831 万円 －１億 4,970 万円

▼内　訳
詐　欺　名 件　　数 被　害　額

オレオレ詐欺 35 件 1 億 1,136 万円

架空請求詐欺 28 件 1 億 4,239 万円

還 付 金 詐 欺 28 件 2,265 万円

▼平成 28 年中の被害状況 ( 県内 )

　

 

社  

会  

福  

祉  

協  

議  

会  

よ  

り 

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

（
ご
遺
志
に
よ
る
も
の
）

五
十
嵐　

健　

二　

様(

宮　

下
）

渡　

辺　

常　

一　

様(

大
石
田)

五
十
嵐　

喜
　
良
　
様(

名　

入)

長　

郷　

千　

吉　

様(

間　

方)

渡　

邊　

利　

明　

様(

大　

登)

栗　

城　

隆　

雄　

様(

西　

方)

西　

郷　

竹　

次　

様(

宮　

下)

栗　

城　

芳　

雄　

様(

宮　

下)

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

  

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

2
月
10
日
㊎　

午
前
10
時
か
ら

町
民
セ
ン
タ
ー

サ
ロ
ン
な
い
り

2
月
14
日
㊋　

午
前
10
時
か
ら

名
入
公
民
館

◆　

心
配
ご
と
相
談　

◆

  

2
月
16
日
㊍
　
福
寿
草

  

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

三
島
町
定
住
化
促
進
条
例
に
つ
い
て

　

三
島
町
で
は
、
町
内
に
定
住
す
る
者
の
増
加
を

図
り
、
活
力
あ
る
町
の
担
い
手
を
育
成
し
、
誰
も

が
定
住
を
希
望
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

の
所
要
な
措
置
を
講
じ
、
町
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
左
記
の
助
成
措
置
が
あ
り

ま
す
。

出
産
祝
金

︻
資
格
要
件
︼

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
新
生
児
を
分
娩

し
た
る
場
合
。

︻
助
成
措
置
︼

　

新
生
児
1
人
に
つ
き
30
万
円

結
婚
祝
金

︻
資
格
要
件
︼

　

結
婚
す
る
男
女
が
初
婚
又
は
い
ず
れ
か
が
初

婚
で
あ
る
者
で
、
結
婚
後
も
町
内
に
住
所
を
有

す
る
場
合
。

︻
助
成
措
置
︼

　

結
婚
す
る
1
組
に
つ
き
10
万
円

就
職
祝
金

︻
資
格
要
件
︼

　

新
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
等
で
町
内
に
住
所
を

有
す
る
年
齢
満
40
歳
未
満
の
者
が
就
職
し
た
場

合
。
但
し
、
1
人
1
回
と
す
る
。

︻
助
成
措
置
︼

　

1
人
に
つ
き
5
万
円

※
平
成
28
年
4
月
1
日
に
改
正

　

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
を
基
準
に
、
各
種
助

成
措
置
に
該
当
し
て
お
り
、
且
つ
助
成
措
置
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
但
し
、

規
則
に
よ
り
助
成
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

㉄
総
務
課
総
務
係　

☎
（
48
）
５
５
１
１

　
「
ロ
コ
モ
か
ら
教
わ
っ
た
大
切
な
こ
と
」

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の

身
近
な
医
師
が
講
演
し
・
身
近
な
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
無
料
ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

す
。

　

学
童
期
運
動
器
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
、
子

ど
も
も
ロ
コ
モ
要
注
意
の
時
代
で
す
。
簡
単

な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
・
対
処
法
を
紹
介
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日  

平
成
29
年
3
月
5
日
㊐

　

  

午
後
２
時
か
ら

場  

会
津
大
学
講
堂

備  

入
場
無
料

問   

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
２
‐
７
５
‐
２
１
０
０

　　　　In
fo

rm
a
tio

n

～　

情　

報　

配　

信　

～

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

日  

…
日
時　

場  

…
場
所　

備  

…
備
考  

問  

…
お
問
合
せ
先

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

新
入
社
員
基
礎
研
修
の
お
知
ら
せ

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

新
入
社
員
基
礎
研
修(

平
成
29
年
度
採
用

者
向
け)

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

2
月
10
日
〜
3
月
8
日

【
募
集
科
名
】

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

【
募
集
定
員
】

　

15
名

【
訓
練
期
間
】

　

4
月
4
日
〜
9
月
29
日(
6
ヶ
月
間)

【
対
象
者
】

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身

に
付
け
る
意
欲
の
あ
る
方

【
受
講
料
】

　

無
料(

別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す)

【
選
考
日
】

　

平
成
29
年
3
月
15
日
㊌　

午
前
9
時
〜

　

受
講
申
込
み
者
に
対
し
、
筆
記
試
験
及
び

面
接
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。

問  

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

  　
　

☎  

０
２
４
２
‐
２
６
‐
０
５
２
０

　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
４
２
‐
２
６
‐
１
５
８
５

  

訓
練
生
募
集
‼

  

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
コ
ー
ス

  (

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科)　

家族みんなで
詐欺被害防止

日  

平
成
29
年
3
月
27
日
㊊
、
28
日
㊋

　

  

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時(

12
時
間)

場  

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

備  

定
員
10
名
／
受
講
料
３
，
１
０
０
円
／

　

  

締
切
３
月
10
日
㊎
／
申
込
方
法
：「
受
講

  　

申
込
書
」
に
記
入
し
、
メ
ー
ル
、
郵
送
、

  　

持
参
、
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
て

　

  

く
だ
さ
い
。「
受
講
申
込
書
」
は
、
本

  　

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.tc-aiz
  　

u.ac.jp/)

の
経
営
企
画
部
門
か
ら
ダ
ウ

　

  

ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ     

  　

い
。

問  

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

  

〒
９
６
９
‐
３
５
２
７

　

  

喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
‐
１
６

    　
　

☎  

０
２
４
１
‐
２
７
‐
３
２
２
１

    

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
２
４
１
‐
２
７
‐
３
３
１
２

　

メ
ー
ル  aizu-ta@

pref.fukushim
a.lg.jp

㊟住民基本台帳による数値です。増減
数は前月との比較、出生・死亡・転入・
転出は前月 1 カ月間に届出のあった人
数です。

町
の
人
口
と
世
帯
（
1
月
現
在
）

人口 ₁︐₇₂₀

増
減
数

︲₁ 出生 ₁

男 ₈₃₉ ₄ 死亡 ₅

女 ₈₈₁ ︲₅ 転入 ₇

世帯 ₇₈₆ ₃ 転出 ₄

　

町　

か　

ら　

お　

知　

ら　

せ

2
月
分
納
税
の
ご
案
内

【
納
期
限　

2
月
28
日
】

▼
町
県
民
税(

普
通
徴
収
・
随
期)

▼
固
定
資
産
税(

第
４
期)

▼
国
民
健
康
保
険
税(

普
通
徴
収
・
第
６
期)

▼
介
護
保
険
料(

普
通
徴
収
・
第
６
期)

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料

　
　
　

(

普
通
徴
収
・
第
7
期)

忘
れ
ず
に
納
付
く
だ
さ
い
。

 

問
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

末
永
く
お
幸
せ
に

(

１
月
16
日
～
1
月
31
日)

い
ず
れ
も
今
月
は

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
掲
載
を
希
望
す
る
方
も
さ
れ
な

い
方
も
、
各
種
手
続
き
時
に
配
布

い
た
し
ま
す
『
広
報
み
し
ま
掲
載

同
意
書
』
に
記
載
事
項
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
役
場
総
務
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
総
務
課
総
務
係　

☎
（
48
）
５
５
１
１
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February  2017
2

▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
総

務
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5511
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
北

日
本

印
刷

株
式

会
社

広
報

み
し

ま
2

月
号

（
第

287
号

）
平

成
29

年
2

月
3

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

　

平
成
29
年
に
入
り
、
も
う
１
カ
月
も
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
我
々
は
何
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
る
の
か
、
ま
た
生

き
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
等
を
考
え
る
時
、
我
々
の
拠
っ
て
立
つ
原

点
は
町
や
只
見
川
流
域
の
歴
史
の
中
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
、

個
人
の
生
き
方
が
多
様
性
の
時
代
の
価
値
の
中
に
あ
り
、
過
疎
や
豪

雪
地
域
の
姿
を
将
来
に
向
か
っ
て
、
三
島
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

に
ど
の
様
な
未
来
を
描
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
動
揺
や
不

安
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
日
々
が
過
ぎ
て
い
く
自
分
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

黒
で
も
白
で
も
な
い
消
化
不
良
で
終
わ
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
の
結
末

で
は
な
く
、今
置
か
れ
て
い
る
我
々
の
地
域
の
地
方
創
生
計
画
は
、「
水

戸
黄
門
」
や
「
遠
山
の
金
さ
ん
」
の
よ
う
に
、
終
末
は
ス
ッ
キ
リ
と

す
る
よ
う
な
世
界
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
考
え
る
と
い
う
点
で
は

消
化
不
良
も
大
事
で
す
が
、
地
方
創
生
計
画
の
道
を
信
じ
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
寄
り
添
い
、
若
者
定
住
対
策
の
諸
施
策
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

度
々
、
東
京
に
出
張
し
た
折
り
、
山
手
線
等
で
乗
車
し
て
い
る
人

の
様
子
に
愕
然
と
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
約
８
割
の
人
が
携
帯
電
話

の
画
面
に
食
い
入
る
人
、
後
は
居
眠
り
し
て
い
る
か
雑
誌
等
を
読
ん

で
い
る
人
で
す
。
テ
レ
ビ
等
も
視
聴
率
競
争
に
は
し
り
、
面
白
い
演

出
を
こ
れ
で
も
か
と
放
映
す
る
現
実
を
み
る
と
き
、
文
学
や
歴
史
そ

し
て
思
想
と
い
っ
た
文
化
を
享
受
す
る
ゆ
と
り
を
失
い
、
一
過
性
の

笑
い
や
す
ぐ
に
役
に
立
つ
本
が
主
流
を
占
め
、
人
生
や
地
域
の
本
質

を
考
え
る
原
点
の
「
本
」
の
時
代
が
到
来
し
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。「
知
」
の
楽
し
み
こ
そ
地
方
創
生
の
原
点
で
す
。

　

地
域
の
将
来
を
背
負
う
児
童
生
徒
の
為
に
は
、
我
々
の
今
の
姿
を

直
視
し
、
山
村
の
原
点
を
見
つ
め
て
行
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
回
帰
の
流
れ
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
地
域
か
ら
全
体
を

変
え
て
い
く
情
熱
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

町
長
日
記 

〜
原
点
に
帰
る
〜

№ 19

平成 29 年

3 月 18日
土 19・ 日

日

18 日㊏　午前 9:30~ 午後 4:00
( 午前 8:30 より表彰式開催 )

【会　場】
福島県三島町交流センター山びこ
福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上 418

19 日㊐　午前 9:00~ 午後 4:00

◎ものづくり体験コーナー
( 山ブドウストラップ・ヒロロのコースターの製作 )

◎奥会津編み組細工実演コーナー
( ヒロロ・マタタビ )

作品募集期間 平成 29 年 2 月 24 日まで何点でも応募可
【
出
品
条
件
】

①編み組工芸品であること。
②趣旨に即し、本展の品位を損なわないものであること。
③出品者自身の制作 ( 手作り ) であること。
④自然素材を材料に使用していること。
⑤伝統的な技術技法によって制作されていること。

応
募
方
法

◎申込用紙に必要事項を記
　入し、作品と一緒に下記
　申込先まで送って下さい。

申込先 / 三島町生活工芸館
出品料 / お一人様 5,000 円

主　

催

奥会津三島編組品振興協議会
( 三島町生活工芸館内 )
〒 969-7402  福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上 395
TEL.0241-48-5502　FAX.0241-52-2175
http://www.okuaizu-amikumi.jp
E-mail/kougeikan@town.mishima.fukushima.jp

共　催 / 三島町
後　援 / 経済産業省・林野庁・東北経済
( 予定 )   産業局・福島県・一般財団法人 
　　　   伝統的工芸品産業振興協会・
　　　　NHK 福島放送局・福島テレビ
　　　　株式会社・株式会社福島中央テ
　　　　レビ・株式会社福島放送・株式
　　　　会社テレビユー福島・福島民報
　　　　社・福島民友新聞社
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